
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談員のアドバイス等を参考に、

自身で解決に向けて行動 

①相談者の明らかな思い違い等、行為の確認が

できない。 

②ハラスメントの定義にあてはまらない。 

③他の解決策によるのがふさわしい。 

相談者（当事者） 

申立書提出 

（通知・調整・調査） 

第三者調査 

相談員と面談 

ハラスメントと思われる行為が

あった可能性がある場合 

ハラスメント防止委員会 

ハラスメントに関する事実関係の

調査 

※調査委員を構成し、調査実施 

相手方調査 申立人調査 

問題の別途対応 

申立人に説明 必要に応じ 

相手方に説明 

ハラスメントの有無について認定 

申立人・相手方への

報告・説明 

①調査結果 

②問題解決に向け

た措置 諸規程に基づき

懲戒処分 

学長へ処分

要請を勧告 

相手方（行為者） 


